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　絡会）の報告

　標記委員の木田理事から，学術会議の新体制へ

の移行に伴い委員会の構成が替わること，また，

　これまで2年以上かけて議論してきた気象学の研

究・教育の状況と展望についての報告書を近く公

表することが報告された．

（5）賛助会員辞退の申し出について

　今般の社会情勢により複数の賛助会員から辞退

の申し出があったことから，対応について折に触

れて議論することとした．

（6）内規の制定・見直しについて（続き）

　事務局から提案のあった支部補助や旅費支給等

の内規の制定や見直しの案が了承された．

（7）機関誌等の残部と対処について

　各機関誌の残部や印刷数，定期購読数等につい

て確認した．残部の多いものについて今後の販売

や印刷の方法について検討する．

役員候補者選挙と会員種別の移行について

常任理事会

　昨年（2004年）に個人会員の種別の見直しを行い，

多くの会員が通常会員から特別会員へ変更されまし

た．当時（天気第51巻第8号）も説明しましたように，

特別会員には学会役員に係わる被選挙権，選挙権があ

りませんが，特別会員から通常会員への移行は自由と

なっています．

　今回の第34期役員候補者選挙は会員種別見直し後の

最初の選挙です．現在，特別会員の方で今回の選挙に

おいて被選挙権，選挙権を行使したい方は通常会員へ

の移行手続きを行って下さい．12月中に学会事務局ま

で連絡を頂くようお願いします．
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